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エアロゾル質量分析計による芳香族炭化水素からの二次粒子測定

Mass spectrometric study of secondary organic aerosol from the photooxidation of aro-
matic hydrocarbons
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エアロゾル質量分析計（AMS）の測定から、室内で生成する二次有機エアロゾル（SOA）は野外の有機エアロゾル
（OA）ほど酸化していないと考えられている。しかしこれまでに、室内で生成する SOAの質量スペクトルが充分に調べ
られたとは言えない。本研究では、ベンゼンやトルエンをはじめとする 7種の芳香族炭化水素の光酸化で生じる SOAの
質量スペクトルを AMSによって調べた。トルエンの光酸化で生じる SOAの質量スペクトルには、質量数 43（m43）及
び 44（m44）に強いピークがあった。12時間の照射の間に、光化学エイジングによってm43/OAは減少し、m44/OAは
増加した。他の 6種の芳香族でも似た結果が得られた。7種の芳香族について得られたm44/OAの平均値は 0.065～0.169
であり、高いものはよく酸化した野外のエアロゾルの値に近かった。室内で生成する SOAのm44/OAが野外より低いと
いう説は必ずしも成り立たず、これについては今後もう少し丁寧に調べる必要がある。芳香族のアルキル置換基の数が
増加するほど、生成するエアロゾルのm44/OAは減少し、m43/OAは増加した（図）。これは、アルキル置換基の数が増
えるとカルボン酸に変換されにくいケトン型の生成物が増加することによると考えられる。


